
第６学年 図画工作科 授業力向上案

日 時：平成 23年 12月 9日（金）14：35～15：20

授業者：佐藤 英樹

場 所：６年２組教室

１ 題材名 「小さな美術館～ゴッホの世界へようこそ」

２ 題材の目標 親しみのある美術作品の形や表し方の変化などの造形的な特徴をとらえ，感じたことや思ったことを話したり，友人と話し合ったり

しながらよさや美しさを感じ取る。

３ 本時の指導

本時のねらい ・ゴッホの作品「星月夜」の造形的な特徴をとらえ，作品のよさや美しさを感じ取る。

目指す児童の姿（表現） ・ゴッホの作品のよさや美しさを感じ取り，友達と話し合ったり文章に表現したりしようとする。

１０１の授業技術 学習活動の流れ 目指す具体的な児童の姿

１ 全体で作品を鑑賞し，作品から受けたイ

メージについて発表し合う。（３分）

２ 作品を見て，自分の感想を付箋紙に書

く。（８分）

３ 付箋紙に書いた内容を読み上げたり，前

の児童の意見と関連付けたりしてグルー

プ発表する。 （７分）

・色，形，構図，見立て等について

４ グループ内で出された内容を発表し，全

体で話し合う。（７分）

５ 自分の考えや友達の考えをもとに作品

イメージ文をつくる。（８分）

６ 作品イメージ文を発表する。（7分）

７ 作者と作品名を知らせる。（５分）

作品から受けたイメージ，感想などを付箋

紙に書いたり,話したりしている。

手前に大きな木を置くことによって，大胆

な構図にしています。

【課題提示の段階でのICT活用】

・本時の学習めあてにつながる資料（作品）を

電子黒板に提示する。

①鮮明な画像を見せることで，児童の関心を高

めさせる。

②作品の一部分を拡大することで，作品のよさ

や美しさに気づかせる。

【TCCC の学習活動で思考を深めるための指導】

①自分の考えを発表する段階

→関連付けて発言できるようにキーワードを

板書する。

②発言内容が他の児童に理解されない場面

→電子黒板の映像を使って説明させる。

月や星をとても大きく描くことで，暗闇の

中の明るさを強調しています。わざと大きく

描くことに作者のメッセージがあります。

（○○さんと同じで，うずを巻いた所に注

目しました）筆の跡をわざと残すことで，絵

の中に力強さを生み出しています。

絵の世界に入って，感じたことや思っ

たことを紹介しよう

夜空がうずを巻いたように描かれていま

す。これは，絵の中で作者の心の様子，激し

さを表したものです。


